






































































































































































































































化論は 2004 年から 3 年間教えたが、
当時ボリビアで進行中の筆者のプロジェ
クトがテレビで放映されたこともあり、あ
る年は 125 名もの履修者があった。ま
た2002～2004年度のゼミが記憶に残っ
ている。このゼミは男性のみ5人のグルー
プであったが、2 年半に渡り宗教とは何
かについて討論し、学生の間に強い絆
を作り上げた。異文化コミュニケーショ
ン学部の時代になって、専門教育は日常
と化した。起きたことがあまりに現在に
近すぎるため、遠近法的に見ることがで
きないが、すべてよい経験であったと思
う。
　教育とは結局は教員と学生の間の「心
のやりとり」であろう。そしてこの交換
の根底には知識に対する愛が不可欠で
ある。マヤ・キチェー語において、叡智、
知恵はナワール（Nahual）と言うが、こ
れはクナワッシュ（K’nahuax、知る）
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という動詞から来ている。学ぶことの本
質がここにある。人間は一生学び続けな
ければならない。何故ならそれが人間と
しての宿命であるからである。翻って大
学とは学問をする場所である。日本語に
おいて、学問は「学んで問う」と書く。
本学の学生がこの学びの舎において人
間としてさらに成長することを願い、筆
をおくことにする。
さねまつ　かつよし
（本学異文化コミュニケーション学部教授）
